自動車向け高機能遮音発泡材『ミュートレイヤーＭＬ』（開発名称）の発売について

―　軽量かつ複雑で多様な成形が可能な遮音材料　―
2005年9月12日

積水化学工業株式会社
　積水化学工業株式会社（社長：大久保尚武）高機能プラスチックスカンパニー（プレジデント：松永隆善）機能材料事業部では、優れた遮音性、軽量性、成形加工性を特長とする自動車向け高機能遮音発泡材『ミュートレイヤー（ＭＵＴＥＬＡＹＥＲ）ＭＬ※』の販売を2006年4月より開始します。

※「ＭＵＴＥＬＡＹＥＲ ＭＬ」とは･･･

ＭＵＴＥ＝消音とＬＡＹＥＲ＝層、Ｍ（Moldability）＝成形性、Ｌ(Light)＝軽量を組み合わせた造語です。

１．当社の自動車関連事業について
　自動車産業の主要テーマとして「安全性の向上」「快適性の向上」「環境負荷軽減」があげられますが、当社ではこのようなニーズに応えるため「内装用発泡材」や「自動車向け合わせガラス用中間膜」を始めとする多様な製品群を供給しています。実績としては、現在、内装用発泡材において世界の約47％のシェアを持ち、自動車向け合わせガラス用中間膜においても世界シェアの約40％となっています。
２．機能材料事業について

機能材料事業は、1965年に当社が世界で初めて開発した架橋ポリオレフィン発泡体『ソフトロン®』を中心とした多様な製品群の製造販売を行う事業です。2004年度売上高390億円（内自動車関連100億円、その他290億円）であり、世界シェアは47％となります。生産拠点としては、日本、韓国、中国、アメリカ、イギリス、オランダ、タイ、オーストラリアに12工場、販売拠点としてはアフリカを除く全世界で25拠点を持っています。

　中期的な方針は、以下の通りです。

	〔機能材料事業部中期方針〕
①ドメイン戦略：自動車、ＩＴ用途を中心に成長分野で拡大
②エリア戦略：三極（欧米亜）に加えてＢＲＩＣＳをターゲットとした生産販売の強化

③Ｒ＆Ｄ戦略：新市場開拓をねらった高機能化を促進

〔機能材料事業部2010年目標〕

①売上高：550億円（2004年度比40％増）
②世界シェア：55％


３．新製品『ミュートレイヤーＭＬ』の概要について

　『ミュートレイヤーＭＬ』は、当社が世界で初めて開発した、優れた遮音性、軽量性、成形加工性を兼ね備えた高機能遮音発泡材であり、自動車のドアや天井周りの内装材としても使用されている架橋ポリオレフィン発泡体に、特殊充填剤を加えた材料です。
高い遮音性を実現したことにより、自動車のエンジンルーム周りやモーター周りなど、防音が要求される部位に使用でき、既存の遮音材である防音ゴムシートに比べて軽量かつ高い成形加工性を持つため、新たな部位への展開も可能です。
■『ミュートレイヤーＭＬ』の特長
①優れた遮音性
　『ミュートレイヤーＭＬ』は架橋ポリオレフィン発泡体に特殊充填剤を加えた材料です。遮音性は従来の架橋ポリオレフィン発泡体に比べ約4倍。現在、自動車の遮音材として使用されている防音ゴムシートと同等の遮音性を実現しています。

②優れた軽量性

『ミュートレイヤーＭＬ』は架橋ポリオレフィン発泡体ならではの軽さを特長としています。同等の遮音性能を持つ防音ゴムシートに比べ約45％の軽量化が可能です。

③優れた成形加工性
　『ミュートレイヤーＭＬ』は複雑で多様な成形加工が可能であるため、従来の自動車用防音材では困難であった部位にも展開できます。また、真空成形、プレス成形、ラミネーションなど2次加工も可能としています。

■『ミュートレイヤーＭＬ』の販売目標：　2007年度売上高　20億円　
■生産拠点：　日本、オランダ
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本件に関するお問い合わせは下記までお願いします。

積水化学工業株式会社 〒105‐8450 東京都港区虎ノ門2-3-17 虎ノ門2丁目タワー

高機能プラスチックスカンパニー 機能材料事業部 山形 ℡：03‐5521‐0933

コーポレートコミュニケーション部 広報担当 　　岩本 ℡：03‐5521‐0522
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